
 

 

  



 

～講評～ 

[１] 斜面との繰り返し衝突で演習量が得点の差になる。 

[２] 磁場内を摩擦のあるレール上を運動する導体棒の問題。導体棒の質量や重力加速度が与えず、導体棒が動き

始めるときの外部電源の起電力から導体棒の重力を求めさせる設問などがあり、条件を図に示すなど丁寧に読

み取らないと解けない。 

[３] 原子核反応で吸熱反応の問題。重心速度と相対速度を用いて全運動エネルギーを表す問題があり、同じよう

な問題を解いたことがないと解けない。 

[４] 体積と温度の関係を表すグラフから気体の状態を読み取る熱サイクルの問題。 

 

[１][４]は典型的な問題だが、[２]は条件が読み取りにくい。また、[３]の前半は原子核反応の標準問題であるが、

後半は難しい。全体としては難しい印象だが、典型的な問題が 7 割ほど出題されている。これらの問題で得点でき

ればほぼ合格点であろう。さらに問題の条件を正確に読み取れれば 80％も可能である。 

 


